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プレゼン資料

塩害コンクリート構造物の防食

本資料は当社独自の技術情報を含みますが、公開できる範囲としています。
より詳細な内容をご希望される場合は、「お問い合わせ」よりご連絡願います。
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塩害の標準的な補修工法
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構造物の外観上の

グレード
劣化の状態 標準的な工法

状態Ⅰ‐１

（潜伏期）

外観上の変化が見られない

腐食発生限界塩化物イオン濃度以下
表面処理

状態Ⅰ‐２

（進展期）

外観上の変化が見られない

腐食発生限界塩化物イオン濃度以上

腐食が開始

表面処理

電気防食

電気化学的脱塩

状態Ⅱ‐１

（加速期前期）

腐食ひび割れ発生

錆汁が見られる

表面処理・断面修復

電気防食

電気化学的脱塩

状態Ⅱ‐２

（加速期後期）

腐食ひび割れ多数発生、錆汁が見られる

部分的なはく離・はく落が見られる

腐食量の増大

電気防食

断面修復

状態Ⅲ

（劣化期）

腐食ひび割れ多数発生

ひび割れ幅が大きい

錆汁が見られる

はく離・はく落が見られる

変位・たわみが大きい

ＦＲＰ接着

断面修復

外ケーブル

巻立

増厚
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塩害補修対策の比較検討
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当社が行う電気防食方式

点状陽極線状陽極面状陽極

外部電源方式 流電陽極方式

面状陽極 チタン溶射方式

面状陽極 亜鉛シート方式線状陽極
リボンメッシュ方式

ＴＣユニット方式

（点状陽極） （チタンロッド方式）
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リボンメッシュ方式（外部電源方式）

＜特徴＞

・直流電源装置を必要とする

・コンクリートに溝を形成する

・躯体の状態が目視できる

・既設塗膜の撤去が不要

・メンテナンスに電流調整等を要する
防食対象鋼材

商用電源を引き込み、直流電源
装置より防食電流を供給

貴金属酸化物をコーティングしたリボン状のチタン電極を溝切りしたコンクリート中に
設置し、直流電源装置を用いて電極から鉄筋に対し防食電流を供給する方式。

溝切りしたコンクリートに
チタン製陽極を埋設

リボンメッシュ陽極

※CP工法研究会ﾎｰﾑﾍﾟｰｼﾞより抜粋（一部修正）
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チタン溶射方式（外電電源方式）
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＜特徴＞

・直流電源装置を必要とする

・溝切削等の作業がない

・鉄筋かぶりが小さくても可能

・躯体の状態が目視できる

・メンテナンスに電流調整等を要する
防食対象鋼材

チタン線をアークにより
溶解しコンクリート面に
吹付け

チタン線材を専用のアーク溶射機を用いてコンクリート表面に付着させ、直流電源装置
を用いて電極から鉄筋に対し防食電流を供給する方式。膜厚は0.1㎜程度なので構造物
の負担が少なく、上塗り保護塗装によるカラーリングも可能。

道路橋ＰＣ桁に適用

※CP工法研究会ﾎｰﾑﾍﾟｰｼﾞより抜粋（一部修正）
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ＴＣユニット方式（外部電源方式）
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＜特徴＞

・直流電源装置を必要とする

・溝切削等の作業がない

・鉄筋かぶりが小さくても可能

・ユニット化による省力施工

・メンテナンスに電流調整等を要する

陽極トレイをチタンビスで
固定

防食対象鋼材

陽極材

白金系酸化物被覆を施したチタン製ラス材電極を、イオン電導性に優れる充填材に包み
込み、ＦＲＰ製の保護カバーに納めコンクリート表面に設置し、直流電源装置を用いて
電極から鉄筋に対し防食電流を供給する方式。

道路橋ＰＣ桁に適用

※CP工法研究会ﾎｰﾑﾍﾟｰｼﾞより抜粋（一部修正）
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亜鉛シート方式（流電陽極方式）
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ＦＲＰ保護板＋陽極材
電 解 質

防食対象鋼材

◆ 陽極寿命15年以上

＜特徴＞

・金属固有の電位差で電流を流すため

直流電源装置が不要

・通電量の調整等が不要であるため維

持管理がミニマムメンテナンス

・死荷重の増加がある

桟橋上部工に適用

亜鉛合金を陽極材として防食対象鋼材（鉄筋）との金属固有の電位差によって防食電流
を供給する方式。犠牲陽極方式とも呼ばれており、直流電源装置を必要としないため電
気代も不要である。

※CP工法研究会ﾎｰﾑﾍﾟｰｼﾞより抜粋（一部修正）
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コンクリート劣化度調査（桟橋上部工）
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外観目視 打音調査

かぶりコンクリートの浮きや剥離は
目視調査で確認しにくいため、点検
ハンマーで打音検査を行います。

小型ボートで桟橋の中に入り、上部
コンクリートの外観目視点検を行い
ます。また劣化状態や保有性能につ
いて劣化度判定を行います。
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コンクリート劣化度調査（桟橋上部工）
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はつり調査 コア採取

コンクリートの一部をはつり取り、
かぶり深さ、中性化深さ、鉄筋の種
類、径、腐食状況等を直接的に目視
で観察を行います。

また自然電位や分極抵抗測定を行う
際の排流;としても利用します。

鉄筋探査を行い、鉄筋を避けた位置
においてコア採取を行います。

採取コアより塩化物イオン量や圧縮
強度、静弾性係数などの指標としま
す。
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コンクリート劣化度調査（桟橋上部工）
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鉄筋探査 電気化学的測定

コンクリート中の鉄筋腐食に対する
非破壊試験は、腐食が電気化学的反
応であることを利用した方法です。

主な測定項目として自然電位や分極
抵抗、コンクリート抵抗測定があり
ます。鉄筋の腐食傾向や腐食速度関
する情報を得ることができます。
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維持管理
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外部電源方式の維持管理 流電陽極方式の維持管理


